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ようやく秋らしくなってきましたが、皆さんいかがお過ごしですか？
TOUCH広報紙は前回より間をずいぶんいただきましたが、その分パワーアップして
お届けします。内容も前回以上に充実していると思います。どうぞご一読ください。
ご意見ご感想などございましたら、TOUCH会員やHPなどへ届けていただければ幸いです。

このたび、任意団体である自閉症児者の家庭
療育を考える会ＴＯＵＣＨはＮＰＯ法人
申請を行いました。
新名称は自閉症くらし応援舎ＴＯＵＣＨ
です。
自閉症の人の円滑で安定した地域生活
を応援して参ります。従来の活動の
他に、個別相談や療育などの支援を
行います。
個別相談・療育・生活支援の事業の
スタートは１８年１月の予定です。
これからも、「自閉症くらし応援舎
ＴＯＵＣＨ」をよろしくお願いします。
※療育についてのお申込みは１１月から
受け付けます。
詳しくはＨＰをご覧下さい。

NPO法人申請中！

TOUCHからのお知らせ
２００５年１０月２０日発行

自閉症くらし応援舎ＴＯＵＣＨ

療育
個別・グループ

個別相談
生活支援

兄弟姉妹の為の
支援ステップ

自閉症の啓発活動
講演会・定例学習
会

フリースクールや卒後の日中活動の場としての

機能も持てるように発展して行きます。
生涯を通じたくらしの支援ができることが目標です。
よろしくお願いします！
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機能も持てるように発展して行きます。
生涯を通じたくらしの支援ができることが目標です。
よろしくお願いします！

TOUCH連続学習会
今回、自閉症支援の基礎となる知識、具体的な支援
方法やアイデア、最新の療育事情などを学ぶ連続５回
の学習会を企画しました。
自閉症児者が楽しく生活を送るためには、周囲の人の
自閉症への理解が不可欠です。日々の暮らしの中でご
本人の不安や混乱、困った行動の対処に悩むことはあ
りませんか？
より良い支援に結びつくよう、自閉症の特性について共
に学びましょう。自閉症児者の保護者や支援者の方々
の参加をお待ちしています。

開催日：平成１７年１１月２６日（土）
時 間：午後１：３０～４：３０（１：００開場）
テーマ：感覚統合を学ぼう！

～自閉症の支援に必要な感覚統合慮法とは～
（事例検討）

会 場：あいあいセンター ７F 大研修室
(福岡市中央区長浜１丁目２－８)

参加費：８００円 （TOUCH会員：５００円）
※申込不要です。当日受付にてお支払い下さい。

講演会のお知らせ

自閉症の人たちの中には、自分自身の身体の情報や、身の回
りにある情報（感覚刺激）を上手く取り入れることが苦手で
混乱する事がよくあります。音や光に過剰に反応し、落ち着
きがなくなったり、ある特定の感覚刺激を過剰に好み固執し
てしまうなどで、困った行動を引き起こしてしまう事もあり
ます。
近年、高機能自閉症の方々が、身体の感覚機能の不都合や大
変さ、健常者との感じ方の違いをわかりやすく著書に書いて
おられます。自閉症の人々を支援する上で、この感覚の問題
を理解する事はとても重要な事です。そこで今回は、日本感
覚統合学会・常任理事でもある岩永竜一郎先生をお迎えして
、感覚統合の基本から、事例検討も交えながら、具体的、実
践的なお話を伺うことになりました。
皆様のご参加をお待ちしています。
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参加費 一般 ３００円

（申し込み不要です。当日受付でお支払い下さい。）

TOUCH会員無料

第3回
12月 「自立を助け、心を育てる構造化」

第4回
２月

「問題行動～その背景を知り
支援する」

「成人に向けてどのように育てるか

～コミュニケーションから考える」

第5回
３月

内田先生

川原先生

川原先生

講師テ ー マ



発達障害者支援法は平成１６年１２月１０日に公布
され、それに基づき「発達障害者支援法施行令」、
「発達障害者支援法施行規則」が公布され、平成１７
年4月1日より施行されました。法律と聞くと難しく感
じますが、私達にとっては、とてもありがたい法律で
す。国・都道府県・市町村・地方公共団体に対し、発
達障害者への支援の責務を法律で定めています。
法律の施行に伴い厚生労働事務次官と文部科学事務次
官の連名で、各都道府県知事・各指定都市市長・各都
道府県教育委員会教育長・各指定都市教育委員会教育
長・各国公私立大学長・各国公私立高等専門学校長へ
通達文が送られています。
(平成17年4月1日付 17文科初第16号厚生労働省発障第0401008号)

「法律が施行されても、何も変わらないじゃない」と
感じられている方もいらっしゃると思いますが、私達
が行政機関等に支援の充実を求め、お願いや交渉する
時に、強い味方となってくれる法律です。今回は発達
障害者支援法の趣旨と概要を(事務次官通達※を基に)
まとめてみました。

【法の趣旨】
早期発見・発達支援に関する国及び地方公共団体の
責務を明らかにし、学校教育における発達障害者への
支援・発達障害者の就労の支援・発達障害者支援セン
ターの指定を定め、発達障害者の自立及び社会参加、
その生活全般にわたる支援を図る

【法の概要】
１．定義について

「自閉症、アスペルガー症候群その他の広汎性発達
障害、学習障害、注意欠陥多動性障害その他これに類す
る脳機能の障害であってその症状が通常低年齢において
発現するものとして政令で定めるものをいう」また、心
理的発達の障害・行動及び情緒障害・てんかんなどの中
枢神経系の疾患・脳外傷や脳血管障害の後遺症も対象と
する。

２．国及び地方公共団体の責務について
早期発見・就学前の発達支援・学校における発達支援
・発達障害者に対する就労・地域における生活等に関す
る支援・発達障害者の家族に対する支援が行われるよう、
必要な措置を講じること。

３．関係機関の連携について
医療、保健、福祉、教育及び労働を担当する部局の連
携を確保する。犯罪等により発達障害者が被害を受ける
こと等を防止するため、消費生活を担当する関係機関と
の必要な協力体制の整備を行うこと。

４．国民の責務について

国民は、発達障害者の福祉について理解を深めるとと
もに、発達障害者が社会経済活動に参加しようとする努
力に対し、協力する

発達障害支援法について ５．児童の発達障害の早期発見及び早期の発達支援
について
市町村は、健康診査及び健康診断を行う、継続的な
相談を行う、医療機関等の紹介、助言を行うこと。
早期の発達支援を受けることができるよう、保護者に
対し、相談、助言その他適切な措置を講じること。
都道府県において、早期の発達支援のため体制の整備
を行う、発達障害児に対して行われる発達支援の専門
性を確保する。

６．保育、放課後児童健全育成事業の利用及び地域での
生活支援について
市町村が、保育、放課後児童健全育成事業の利用、
地域での生活支援のために適切な配慮、必要な支援等
を行う。

７．教育について
国、都道府県及び市町村が、発達障害児が十分な教
育を受けられるように、適切な教育的支援、支援体制
の整備をすること。 また、大学及び高等専門学校は、
発達障害者の障害の状態に応じ、適切な教育上の配慮
をするものとすること。

８．就労の支援について
都道府県は、発達障害者の就労を支援する整備に努
める、公共職業安定所等の連携を確保しつつ、発達障
害者の特性に応じた適切な就労の機会の確保に努める
ものとすること。また、都道府県及び市町村は、発達
障害者が就労のための準備を適切に行えるようにする
ための支援が学校において行われるよう措置を講じる。

９．権利擁護について
国、都道府県及び市町村は、発達障害者が、その発
達障害のために差別されること等権利利益を害される
ことがないようにするため、権利擁護のために必要な
支援を行うものとすること。

１０．発達障害者の家族に対する支援について
都道府県及び市町村は、発達障害者の家族を支援し
ていくことが重要である。家族の障害受容、発達支援
の方法などについては、相談及び助言など、支援を行
うこと。父母のみならず兄弟姉妹、祖父母等の支援も
配慮すること。

１１．発達障害者支援センターについて

都道府県等は「自閉症・発達障害支援センター」を

「発達障害者支援センター」として指定することとな

る。センターにおける支援の対象者については、学習

障害や注意欠陥多動性障害なども含み、これまでより

も拡大することとなる。

１２．病院や診療所など専門的な医療機関の確保

について

国、都道府県及び市町村は、発達障害の専門的な診

断及び発達支援を行うことのできる病院又は診療所を

地域に確保し、支援体制の整備に努めること。
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以上のように、発達障害者の支援に於いて必要と思われ
る項目をほぼ全域にわたり網羅しています。また、厚生省は
発達障害者に対する支援として今年度より予算を大幅に増
額し、新事業として発達障害者支援体制整備事業を実施して
います。

※事務次官通達は、都道府県知事と教育委員会長、各指定都市市長と
教育委員会長、各国公私立大学長、各国公私立専門学校長宛に出され
ています。

特集 成人期を見据えた子育て

私は入所施設の支援員として17年、利用者の方と過ご
してきました。成人の方の姿から、子どもの頃にこん
なことを身につけておくことで、大人になってから楽
に安定して暮らせるようになるんじゃないかなと思う
ことがしばしばあります。
そんな経験から、保護者の方に、
子育てをしていくうえでの小さ
なヒントになればと思われること
を２点ほど書いてみます。
それは「身につけておきたいこと」と「親の役割」に
ついてです。
まず、身につけておきたいことについてあげてみます。
この「身につけておきたいこと」はお子さんご本人が
身につけておきたいことであり、また、周りの関わる
人たちが身につけておきたいことでもあります。
して欲しいことや、嫌なことがある時に、適切に効果的
に人に伝えることができることは大事です。それは言葉
でなくても良いと思います。何らかの手段、たとえば絵
だったり文字だったりしても良いのではないでしょうか。
とにかく「伝わること」「伝えることができること」を
たくさん経験して、人とのやり取りができるようになっ
ていることは重要なことだと思います。
そのためにはお子さんにあった手段や方法を見つけてい
くことが大事です。
また、本人がわかるスケジュールを見つけておくことも
大事になります。時間の感覚がわかりにくい、見通しを
持って生活をしていくことができにくいお子さんには適
切なスケジュールを用いることで、見通しを持ち安定し
て過ごすことが可能になると思います。
もう一つ、身につけることではないのですが、家族の中での
役割を持っておくことも安定した暮らしを送ることにつながる
ようです。

１３．民間団体の活動の活性化への配慮について
国、都道府県及び市町村は、発達障害者を支援する
団体の活動の活性化を図る、家族のみならず発達障害者
当事者の団体の活動が活性化されるよう配慮すること。

１４．国民に対する普及及び啓発について
国、都道府県及び市町村は、具体的に発達障害に関す
る国民の理解を深めるための必要な広報及びその他の啓
発活動を行うこと。

１５．医療又は保健の業務に従事する者に対する
知識の普及及び啓発について

国、都道府県及び市町村は、医療又は保健の業務に従
事する者に対し、発達障害の発見のため必要な知識の普
及及び啓発に努めなければならないこと。

１６．専門的知識を有する人材の確保等について
国、都道府県及び市町村は、医療、保健、福祉、教育、
労働等の分野において発達障害に関する専門的知識を有
する人材を、確保すること。

１７．調査研究について
国は、発達障害者の実態の把握に努める、発達障害の
原因の究明、発達障害の診断及び治療、発達支援の方法
等に関する必要な調査研究を行うものとすること。

１８．大都市等の特例について
都道府県が処理することとされている一部は指定都市
が処理するものとすること。

小さなこと、たとえば新聞を取ってくるといった簡単
なことでよいと思います。
役割を決めて行うようにすることで自分の家庭での仕事
がある。家族への帰属意識というと大げさですが、自分
の居場所があるということにつながるように思います。
また、役割を果たすことで人にほめてもらえるという
経験を持つことができます。このほめられるという経験
をたくさん持つことは、成長や発達に良い影響を与える
ものになるでしょう。
次に親の役割ということについて、考えていきたいと思
います。
いわゆる定型発達（ここでは発達障害を持たない人と考
えてください）の人は、どのような人生を送るでしょう
か。ある程度の年齢までは保護者の選んだ道を歩みます
が、小学校も高学年くらいになれば本人がいろいろなこ
とを選択するようになるのではないでしょうか。
その後の人生のいろいろな場面では、本人がいろいろな
ことを選択し、決定しながら生きていくことになります。
その時に、おそらくほとんどの人は自分の性格や能力や
好きなこと、そしてその状況などを考慮しながら、その
後の人生をイメージして選択していくのでしょう。
自分で適切な選択ができにくい人に
ついてはどうでしょう。周囲の人が
その人にとって適切と思われる選択
をしていくことになるのではないで
しょうか。
それでは親の役割というのは、その人にとって適切な選
択をしていくことでしょうか。私は違うと思います。
適切な選択をしていくことは、まず本人であり、その時
に周囲にいる人がそれを助けることだと思います。

今回は、TOUCH会員の施設職員の方に、成人期の自閉症の方と接
して、子育て中に気をつけたらいいことは何だろうという視点で書いて
いただきました。子育て中の皆さんの参考になれば…と思います。
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では、親の役割というのはどういうものでしょう。
その子が自分らしく生きていけるステージを用意すると
いうことだと思うのです。大人になって自分らしく、豊
かな人生を送っていくことができるようになるにはどう
したらよいか。本人の発達だけでなく、周囲の環境をど
う整えていけるか、どのような生活の環境を用意してい
けるかということを考えて、いわばわが子のためだけの
ケアマネジメントをすることが親の役割になると思いま
す。
親が専門家になる必要はないと思うのです。親はわが子
にとって必要な、適切な専門家を上手に見つけて、うま
く活用していく。そしてできればそれを組織化していく
ことが重要な役割になると思います。
そのためにも親御さんが豊かに生きることが必要でしょ
う。豊かに生きることが、子どもの豊かな人生につなが
るように思います。
身につけておきたいことも実は自分らしく生きていける
ステージを用意するということにつながることです。
すべてはその子がどう豊かな人生を送っていけるかを小
さい時から考えていくことだと思います。 （T・K）

私も、働いた当初は、自閉症に対する知識がなく、指
摘をしたり、「何故わかってくれないんだろう」と一人
で悩みを抱えていました。しかし、研修会に参加し同じ
ように悩みを抱えている自閉症の方の保護者、教育関係
者の話、事例を聞き、自閉症の特性、対応方法、問題行
動の予防法、援助技術を学び、その事を頭の中に入れて
接していくことで、少しずつ問題も解決していきました。
現在、子育てやお子さんの将来の事で悩んでいる方は多
くいられると思います
家族だけで悩まず、相談機関の利用、保護者の会に参加
し、同じように悩みを抱えている方からの話を聞いたり
アドバイスを受けると、悩みも解消し、お子さんの特性
も見えてくるように思います。
そして、今一番して頂きたいことは、どんどん地域に出
して社会経験をさせて欲しいことです。家族では通用す
ることが世間では通用しないこと、社会のルールは、躾
やマナーの勉強になります。躾と言うと親の役目や叱ら
れるというようなイメージが強いですが、家族以外の人
から、してはいけないこと、危険であることを教えても
らうことで、学習し、本人の自立にもつながります。
又、余暇活動を通して多くの人と関わり、仲間ができた
り、趣味や特技が見つかり、将来の夢や目標もみえてく
るのではないでしょうか。
最後に、今後も多くの人に自閉症の特性を理解して頂き、
将来安心して自立した生活がおくれるように、地域の方
や、家族、支援者が一体となって努めていかなくてはい
けないと思いました。 （Y・A)

去る8月26日、子どもが習っているピアノ教室の発表会があり
知的障害を伴う自閉症の我が家の次男も参加（？）しました。
去年の夏休みに、ピアノの部屋(応接間)に入りっぱなしで、
自分流にピアノを鳴らしていたので、せっかくなら１曲でも
弾けたらもっと、楽しいだろうなーと、私が勝手に思い込み、
ピアノの先生に去年の10月から月2回、自宅（主に土曜日）に
来ていただき始めました。
当初から「来年の8月のピアノの発表会には、ぜひ出てね」と
言われていましたが、ピアノのレッスン日は朝から先生が来る
のを、待っているわりには、先生がピアノを弾き始めると、他
の部屋に行ったりして全然、集中しないので、今回は絶対ムリ
と、思っていました。
でも「色々な子どもが集まっている
中に入り“ピアノの発表会”という
事の体験をして、もし今回舞台での
演奏はムリでも次につながればと思
うから、ぜひ」と先生の強いすすめ
があり、私も同意して参加を決めま
した。今回は、先生がピアノを弾き、
子どもは鉄琴での参加という事にな
りました。

私は成人の利用者と接している中で感じることは、
幼児期に個人の特性に応じた療育を受けることができ
ていれば、問題行動も酷くならず、コミュニケーション
の能力も身についていたように思います。
私が勤務している利用者の方の保護者の話では、昔は、
障害者というだけで、邪険にされたり、問題行動を起こ
すと、「親の躾が悪い」など言われたこと、本人や家族
までがいじめや差別を受け、大変苦労したと話していま
した。又、今のように情報が少ない時代であり、個人の
特性に応じた教育を受けるような環境ではなかったと聞
きました。

事前に、外観やホールやトイレ、エレベーターや楽屋など
の写真や、パンフレットを子どもに見せていたので、会場
にはスムーズに入れました。すぐに、プログラムを確認し
て6番だよと言いながら子どもに見せていました。
子どもも“ロク”と手で示していました。もしかしたら、
何とかなるかも（？）と私が期待してしまったのがこの時
でした。でも、11時集合12時半開演は待つことが苦手な彼
にとって、苦痛だったのでしょう。いざ、本番が始まると

多動になり、「プログラム6番、ひ○○○○○君」と言
われると何と、おしっこのサイン。「終わってからね」と
言うと大きな声をあげて、怒り出して・・・。今考えると、
リハーサル中は観客席に座って待ち、本番は楽屋で待ち、
順番が来たら舞台に立つなんて、そんな曖昧な待ち方が几
帳面というかこだわりの強い（最初に入ったところが自分
の居場所と決める）次男には無理な事なのに、当日は出来
るかも（？）と、私が思ったというのが不思議です。
他の参加している子どもたちが、当たり前のようにしてい
たからかもしれません。あらためて、健常児と自閉症児の
違いを感じ、私にとって、考えさせられる1日になりました。
子どもはというと、帰りに公園に寄り道すると、ニコニコ
笑顔だったのが唯一、救われた気がしました。 （Ａ・Ｈ）

夏休みのエピソード
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カンファレンスレポ－ト
【自閉症カンファレンスは毎年。】

自閉症カンファレンスＮＩＰＰＯＮ ２００５
（2005.8.27・28）

～ＴＥＡＣＣＨモデルに学ぶ実践研究会～に参加して

伊野憲治

今年で４回目になる上記カンファレンスに初めて参加
してきました。
カンファレンスの存在自体は知っていたのですが、毎年、
何かと抜けられない用事が重なり、参加することができ
ませんでした。今年は、うまく里帰りと重なり、家族サ
ービスは妻と実家の面々にまかせて、
一人単独行動をとらせてもらいました。
２日間にわたるカンファレンスの内容
は大変充実したものであり、私は、メイ
ン企画を中心に受講させていただきました。
メジボフ先生の「ほんとうのコミュニケーション
理解」や内山先生・メジボフ先生による「ほんとうの
ＴＥＡＣＣＨプログラム」、「アスペルガー症候群」
当事者の報告、そしてやはりメジボフ先生の「ＴＥＡＣ
ＣＨ40年の軌跡・いまとこれから」などです。
どれも私にとっては非常に参考になったのですが、特
にメジボフ先生の「ＴＥＡＣＣＨ40年の軌跡・いまとこ
れから」というご講演の中で、今後ＴＥＡＣＣＨが目指
すものを語られた部分に関して、簡単にですがご紹介い
たします。
メジボフ先生は講演の中で、今後、先生ご自身やＴＥ
ＡＣＣＨが目指していこうとする重要な点の一つとして、
自閉症児者に対して「セルフ・エフィカシー
（self-efficacy：自己効力感）」を教えていくことを
強調しておられました。
「セルフ・エフィカシー」という概念は、1970年代後
半に、スタンフォード大学で心理学を研究していたバン
デューラ(Bandura)が提唱した概念で、簡単に言えば
「『・・・ができる』という見通し」のようなもので、
「ある行動を起こす前にその個人が感じる『遂行可能
感』自分自身がやりたいと思っていることの実現可能性
に関する知識、あるいは、自分にはこのようなことがこ
こまでできるのだという考え」のことを指します。
（坂野雄二他編著『セルフ・エフィカシーの臨床心理
学』北大路書房,2002年）
バンデューラにも師事したこともあるメジボフ先生は、
自分に対して肯定的な見方ができるようになるために、
この「セルフ・エフィカシー」を自閉症の人々に教えて
いく必要性を強調され、それは、具体的には次の３つの
考え方・概念を教えていくことを意味するとおっしゃっ
ていました。
①「自分には、自分が学ばなければならないことを
学習する能力がある」という考え。

②「一生懸命やればやるほど、上手になっていくん
だ」という考え。

③「もし誰かの助けを借りる必要がある場合には、
周りにいる人々が支援してくれる」という考え。

以上のような考え方にたてるようになれば、「自分
は様々な困難に立ち向かうことができる」といった
考え方が子どもたちに育ってくるのではないか、と
おっしゃっていました。
では、「セルフ・エフィカシー」はどのように身に
つけることができるのか？
さすがＴＥＡＣＣＨだと感じたのは、その点に関
しても、メジボフ先生は、お考えを持っておられた
ことです。「理論と実践の双方を重視するＴＥＡＣ
ＣＨならではのこと」と改めて感心した次第です。
そしてここからが一番重要であり、誤解されがち
なのですが、メジボフ先生は、「セルフ・エフィカ
シー」を本人たちが感じることができるようになる
ための有効な手段として「構造化」をあげられまし
た。
ただし、メジボフ先生は、その際、次のことを強
調されました。
①「構造化」をすれば、自閉症児たちは表面的に
は対応してくれることが多い（表面的な理解）。
しかし、それは、子どもたちが自分で理解し、
学習する機会を奪ってしまうことになりかねない。
②だから、指導する場合も、本人たちにとって意
味ある形で、彼らが理解できるレベルで指導す
ることが重要である。その際、前の段階を十分
理解していなければ、次の段階は無理。

以上のような指摘は、機械的・ご都合主義的「構
造化」への批判といえると思います。本人たちにと
って意味があり、理解できる「構造化」こそ、本当
の構造化であり、それこそが「セルフ・エフィカシ
ー」を獲得する有効な手段だということです。
その上で、先生は次のように述べておられました。
ＴＥＡＣＣＨでは、「何かを一人で自立してできる
能力を養うこと」をこれまでは目標にし、そのため
にスケジュールの十分な理解が必要であると強調し
てきた。しかし、今後は、その上にたって、「スケ
ジュールが分かっていれば、本人がスケジュールを
理解しているということを、周りが強調してあげる」
必要がある。それは、「やらなければならないこと
を自分にはやる能力があるということを子どもたち
が確認すること」につながる。
具体的には、スケジュールを全部こなし
たさい、スケジュールを見ながら「今日
は、こんなことができた。15ものことを
やれたね。自分がやらなければならない
ことを、きちんとすることができたね」
といったように、本人に伝えてあげることが重要で
ある。週間スケジュールなどもその意味では同様に
利用したらよい。一週間に、63個のスケジュールを
こなすことができたことを確認することなどによっ
て、「自分にはこれだけのことをやり遂げる能力が
あることを伝える」ことが重要だ。
また、「構造化」の一つであるワークシステムな
どは、「一生懸命やればやるほど、上手になってい
くんだ」ということを伝えるのに使えるはずだ。
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